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しゃぼん玉 : その黒い膜の秘密 / 立花太郎著. (中央公論社, 1975.11. 自然選書) 図書館オープン書庫(一般図書) 408 /Sh93c /[34]

コロイド化学史 / 北原文雄著. (サイエンティスト社, 2017.9) 図書館一般図書 431 /Ki64

雪の結晶はなぜ六角形なのか / 小林禎作著. (筑摩書房, 2013.1. ちくま学芸文庫 ; [コ39-1]) 図書館文庫・新書  	451 /Ko12

水とはなにか : ミクロに見たそのふるまい / 上平恒著 ; : 新装版. (講談社, 2009.7. ブルー
バックス ; B-1646)

図書館一般図書 435 /U32

鉱物 : 人と文化をめぐる物語 / 堀秀道著. (筑摩書房, 2017.12. ちくま学芸文庫 ; [ホ20-1]) 図書館文庫・新書 459 /H87

チョコレートはなぜ美味しいのか / 上野聡著. (集英社, 2016.12. 集英社新書, 0860G） 図書館一般図書 576 /U45

先生の推し本 第19回　 2026年5月15日～8月末頃

伊村くらら先生(理学部化学科)

理学部というと自然科学の探求という色合いが強いように思われがちです。そこに興味が無い人にはとっつきにくさを与えているかもしれません。ですがそ
れは決して無機質なものではなく、自然や身のまわりの現象への純粋な興味関心から社会を支える基盤技術に繋がっていくきわめて人間味のある学問分野で
あると思っています。特に伊村の専門である「コロイド界面化学」はゲル、分子膜、微結晶と対象が多岐におよび、さらには食品や洗浄剤、色材などを通し
て生活に密接に関わる面を持っています。テーマカテゴリーは専門領域の文献・図書となりますが、できるだけ分野外の方にも広く手に取ってもらえるよう
一般書を中心に幅広いトピックスから選んでみました。一部は伊村が担当しているLA科目「分子から見た色と香り」の中でも紹介しています。履修している
方もそうでない方も、是非ともページをめくってみてください。

コロイド界面「化学」の来し方行く末

著者はお茶大名誉教授の立花太郎先生です。今は絶版となってしまっているこちらの本を企画の基軸にしようと思い、今回の推し本プレゼンターをお引き受
けしました。コロイド界面化学分野の中でも、界面活性剤の作る「膜」に着目するところは伊村の現在の研究テーマにも通じています。タイトルにある「黒
い膜」とは、しゃぼん玉がはじける直前に見られる「虹色」の消失した膜のことです。その正体、秘密が何であるかは是非本書で確かめてみてください。そ
して、その後に再びしゃぼん玉や泡膜を観察してみるときっと新しい発見や感動が得られるのではと思います。

札幌で生まれ育ったため幼少期から雪の結晶は身近なものであり、寒冷地ならではのこうしたサイエンスの話題にも良く触れてきました。化学に馴染みのあ
る人であれば、「六角形」の由来には割とすぐ辿り着くかもしれません。この本ではその先のなぜ「様々な形の結晶が作られるのか」へも話が拡がっていき
ます。（これらは伊村の研究分野の一つであるナノ結晶の形態制御ともよくリンクしています。）随所に挟まれた雪氷の顕微鏡写真や結晶図も大変美しいで
す。

中学生くらいの頃だったかと思いますが、実家に転がっていた本の山（今でいう積読）の中から手に取り読んでいました。当時は旧版です。水は万物のみな
もとである──その多様性はいかに特殊なことなのか、水という分子の特異なふるまいと性質の追跡が本書の肝になっています。

エッセイとしてまとめられており、専門分野を問わず読みやすい一冊です。宮沢賢治やゲーテらの鉱物学とのかかわりのエピソードに始まり、人気のある鉱
石の歴史や雑学をまとめた章などが続きます。科学知識が先行するものではないので、まず鉱物そのものの形や色の美しさ、石が持つ物語に触れてみたいと
いう人におすすめです。

無機物から少し離れ、油脂についての本です。食品物理学分野ですが、結晶を形作るメカニズムから機能（この場合は'美味しさ'）を解き明かしていくアプ
ローチは実は他のコロイド化学分野の研究とも共通しています。チョコレート、カカオバターはとても身近でありながら、きわめて魅力的で奥深いサイエン
スを内包していると言えます。

北原先生はコロイド化学分野の重鎮であり、伊村の出身大の名誉教授でもいらっしゃいます。（2025年にご逝去されました。）コロイド化学における「化学
史」の編纂に着手され御年97歳で本書を上梓されました。はしがきは「愚者は経験を尊び　賢者は歴史に学ぶ」という言葉からはじまり、コロイド界面化学
という分野は旧くも新しい発見に満ちていることを示唆する一冊です。



表面張力の物理学 : しずく、あわ、みずたま、さざなみの世界 / ドゥジェンヌ, ブロシャー
ル-ヴィアール, ケレ共著 ; 奥村剛訳. 第2版. (吉岡書店, 2008.1. 物理学叢書 / 小谷正雄 [ほか]
編 ; 104)

図書館一般図書 420.8 /B97y /[95a]

分子間力と表面力 / J.N.イスラエルアチヴィリ著 ; 大島広行訳. 第3版. (朝倉書店, 2013.1) 図書館一般図書 431 /I85

すごいぞ!身のまわりの表面科学 : ツルツル、ピカピカ、ザラザラの不思議 / 日本表面科学
会編. (講談社, 2015.10. ブルーバックス ; B-1940)

図書館一般図書 428.4 /N71

世界史は化学でできている : 絶対に面白い化学入門 / 左巻健男著. (ダイヤモンド社, 2021.2) 図書館一般図書 430.2 /Sa57

学生時代に興味が湧いて購入した一冊です。展示の場では流れないかもしれませんがCDが付属しており、表面張力にまつわるさまざまな美しい現象の動画が
収められています。数式は難しい！という人も是非、この本で扱われている映像や画像から自然科学の美しさに触れてもらえたらと思います。（訳者は物理
学科の奥村剛先生です。）

コロイド界面化学からはお隣や親戚くらいの分野にあたる表面科学です。今の時代では分野の分類について細かく言及するのはナンセンスかもしれません。
表面科学、特にナノサイエンスの研究が社会に根付き育っていく過程では、様々な分野の知識が融合されています。身のまわりの物質に見られる表面（ある
いは界面）を一つの足掛かりとして広い視野で社会課題を解決していこうという研究者たちの意気込みに触れることができる一冊です。

伊村の専門分野であるコロイド界面化学では必読の専門書の一つです。初版は1990年代で、この分野で学ぶ多くの人たちが触れてきた一冊です。コロイドの
ふるまいを支配する分子間力、表面力の概観をとらえるため、化学や物理学、生物学を橋渡しする構成となっています。他の紹介書籍に比べてサイズと厚み
があるので威圧されるかもしれませんが、複合領域的なアプローチが取られていますので導入から読み進めると世界が拓けるのではと思います。

化学に限ったことではありませんが、どんな学問分野でも人間が関わる以上は生活や社会とどこかで交差するものと思います。どの時代の研究者にスポット
をあてても、自然科学への純粋な興味に突き動かされつつ、社会の変化に苦悩する様子やそれに立ち向かっていく姿が浮かび上がってくるのではないでしょ
うか。化学の歴史というのは、物質をとりまく自然科学の進歩であると同時に、人々の積み上げてきた社会基盤そのものでもあります。裏を返せば、化学は
社会全体に大きな影響をおよぼします。装丁もポップで読みやすい一冊ですが、科学者の社会的責任という骨太のメッセージを含んでいます。


